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真
正
面
に
の
こ
ぎ
り
の
歯
を
立
て
た
よ
う
な
赤
茶
け
た

岩
が
む
き
出
し
に
そ
そ
り
立
ち
、
谷
底
に
は
無
数
の
噴
気

孔
や
湧
出
口
。
火
山
ガ
ス
が
噴
出
す
る
姿
や
、
む
せ
か
え

る
よ
う
な
硫
黄
臭
は
、
ま
さ
に
地
獄
の
光
景
だ
。

　
「
地
獄
谷
」
は
北
海
道
を
代
表
す
る
温
泉
地
・
登
別
温

泉
最
大
の
源
泉
で
、
約
１
万
年
前
、
活
火
山
が
噴
火
し
た

時
に
生
ま
れ
た
爆
裂
火
山
口
跡
で
あ
る
。
長
径
４
５
０

m
、
面
積
11 

ha
の
谷
底
に
は
、
大
地
獄
を
は
じ
め
、
昭
和
、
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世
界
に
も
稀
な「
デ
パ
ー
ト
」は

「
地
獄
」で
作
ら
れ
る

 
登
別
温
泉
地
獄
谷 

剣
山
、
大
、
竜
巻
、
虎
、
血
の
池
、
硫
黄
、
御
初
、
奥
地

獄
、
鉛
、
乙
女
、
鉄
砲
、
湯
ノ
花
、
鉄
泉
、
千
畳
の
名
の

つ
い
た
大
小
15
の
地
獄
が
あ
り
、
そ
の
凄
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
成
分
の
異
な
る
湯
が
毎
分
3
0
0
0
ℓ

も
噴
き
出
し
、温
泉
街
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
給
湯
さ
れ
る
。

　

登
別
温
泉
の
源
泉
は
地
獄
谷
の
他
に
も
あ
り
、
温
度
は

45
度
か
ら
90
度
と
高
温
で
、
１
日
１
万
ト
ン
の
温
泉
が
自

然
湧
出
し
て
い
る
。
最
大
の
特
徴
は
、硫
黄
泉
や
食
塩
泉
、

鉄
泉
、
明
ば
ん
泉
な
ど
11
種
類
も
の
温
泉
が
湧
出
し
て
い

る
こ
と
で
、「
温
泉
の
デ
パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
だ
。

こ
の
こ
と
は
世
界
的
に
も
珍
し
く
、
古
く
か
ら
多
く
の
研

究
者
が
足
を
運
ぶ
。

　
「
ノ
ボ
リ
ベ
ッ
と
い
う
小
川
有
り
、
こ
の
川
上
に
温
泉

湧
き
出
て
、
流
れ
来
る
た
め
白
粉
と
紺
青
を
か
き
た
て
る

が
如
し
、
一
日
も
水
底
の
見
ゆ
る
事
な
し
」。
こ
れ
は
約

２
１
０
年
前
、
蝦
夷
地
を
探
検
し
た
最
上
徳
内
の
『
蝦
夷

草
子
』
に
描
写
さ
れ
た
登
別
の
風
景
で
あ
る
。
川
底
が
見

え
な
い
ほ
ど
温
泉
水
が
流
れ
込
む
様
子
か
ら
、
当
時
か
ら

豊
富
に
温
泉
が
湧
き
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

登
別
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
ヌ
プ
ル
ペ
ッ
（
白
く
濁
っ

た
川
・
色
の
濃
い
川
）」
に
由
来
し
、
温
泉
街
を
流
れ
る

川
を
ア
イ
ヌ
語
で「
ク
ス
リ
サ
ン
ペ
ッ（
薬
湯
そ
こ
を
通
っ

て
浜
に
出
る
川
）」
と
呼
ぶ
。
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ
の
人
々

も
こ
の
温
泉
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

 

１
８
５
８
（
安
政
5
）
年
に
は
、「
北
海
道
」
の
名
付

け
親
で
も
あ
る
探
検
家
の
松
浦
武
四
郎
が
訪
れ
た
記
録
が


